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当中間期の決算概況当中間期の決算概況
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NAGASE



持分法投資利益の減少

170%+１５円11銭21円73銭36円84銭
　１株当り　
中間純利益

特別利益　　　　　　

投資有価証券売却益

　　　　　　　　　　　７億円　

特別損失　

投資有価証券等評価損

　　　　　　　　　　▲２億円

減損損失　　　　▲３億円
170%+192746中間純利益

171%+314476
税引前中間

純利益

94%△48076経常利益

販管費の増加103%+16364営業利益

110%+27276303売上総利益

海外販売大幅増加

国内販売も増加継続107%+1712,6262,798売上高

コメント前年同期比増減03/904/9

中間決算の概況（連結）中間決算の概況（連結） （単位：億円）
（億円未満切捨て表示）

NAGASE
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化成品 ＋ ７３億円 （１０６％）

■複写機等ﾄﾅｰ原料、PDP、DVD用ｹﾐｶﾙ好調

　　 ■顔料関連（液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ用他）好調

■ｳﾚﾀﾝ原料・塗料原料が海外中心に好調

合成樹脂　＋ ８１億円　（１１０％）

■中国圏・東南ｱｼﾞｱ向け樹脂原料輸出好調

　　 ■自動車関連ﾋﾞｼﾞﾈｽ好調

電 子　 ＋ １４億円　（１０３％）

■液晶、半導体用薬液及び装置好調

■液晶ﾓｼﾞｭｰﾙ等の販売価格低下

■通信機器関連減少

　　 ■ ｺﾝｼｭｰﾏｰ製品増加
　　　　（DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ・記録用ﾒﾃﾞｨｱ・映画ｿﾌﾄ）

ﾍﾙｽｹｧ・他　 ＋１億円　（１０３％）

　 ■化粧品・健康食品横ばい

■医療関連、放射線測定関連とも前年並

（億円未満切捨て表示）
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NAGASE

セグメント別の売上高と利益セグメント別の売上高と利益
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売上　2,798億円 　前年同期比　171億円増加

売上総利益　303億円 前年同期比　27億円増加

セグメント別売上概況



（億円未満切捨て表示）

NAGASE
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営業利益概況

■化成品事業

　　売上増および営業利益率改善
　　　　　　　　　　　　（2.0％→2.4％）

■合成樹脂事業

　　売上利益率の低下

　　　　　　　　　　　　（10.2％→9.2％）

＜セグメント別営業利益＞

2003/9 2004/9

６４億円６４億円 前年同期比１０３％　１．８億円増加前年同期比１０３％　１．８億円増加

（単位：億円）

営業利益営業利益
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経常利益　 ７６億円　▲4億円
　■営業利益　　　　　+1.8億円
　■持分法投資利益の減少　▲3億円　

特別利益　 　８億円　▲40億円
　■投資有価証券売却益　　７億円

特別損失　　　７億円　▲77億円
　■固定資産売却損　　１億円

　■投資有価証券・出資金評価損　2億円

　■減損損失（2件）　3億円

中間純利益　４６億円　 +１９億円

（億円未満切捨て表示）

（単位：億円）

NAGASE

経常利益経常利益 ７６億円　　前年同期比７６億円　　前年同期比 ９４％　　４億円の減少９４％　　４億円の減少
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売上増加に伴なう売掛債権・棚卸資産の増加売上増加に伴なう売掛債権・棚卸資産の増加 （単位：億円）
（億円未満切捨て表示）

NAGASE
主な貸借対照表の増減主な貸借対照表の増減

－７０７０一年内償還予定社債+ ６９２７３３４２たな卸資産

+ ９２３,１０７３,１９９
負債・少数株主持分

資本合計
+ ９２３,１０７３,１９９資産合計

（50.3％）（49.8％）（株主資本比率）

+ ３０１,５６２１,５９２株主資本

+１４１４３少数株主持分

▲７１７１１６４その他固定負債▲５５６５０その他固定資産

（ + ２０）（１６４）（１８４）（有利子負債）▲２０６３３６１３投資有価証券

▲０１７１７長期借入金+ ５２６９２７５有形固定資産

+ １１７７１７９その他流動負債+ ７６６７３その他流動資産

+ ２０７６９７短期借入金+ ５３１,５９２１,６４５受取手形及び売掛金

+ ４４９９０１,０３５支払手形及び買掛金▲１８２１６１９７現金及び預金

増減０４/３０４/９《負債及び資本》増減０４/３０４/９《資産》
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(単位：億円)

運転資金の増加運転資金の増加

NAGASE

前期末比１９億円の減少　１９０
現金及び現金同等物の

中間期末残高

短期借入金　　　　　　　　　４億円

配当金　　　　　　　　　　▲１１億円

　
▲６

財務活動による

キャッシュ・フロー　

有価証券売却/取得　　　１６億円

固定資産取得/売却　 ▲２１億円

短期貸付金 　　　　　　　▲３億円
▲１１

投資活動による

キャッシュ・フロー

税前利益　　　　　　　　　　７６億円

運転資金　　　　　　　　 ▲６４億円

法人税等の支払額 　　▲２７億円
▲１４

営業活動による

キャッシュ・フロー

備考　　０４/９　

キャッシュフローの状況
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（単位：百万円）

（百万円未満切捨て表示）

NAGASE

２６５%３,６０７８８%２,８２８１０４%２２２,５２４長瀬産業　単体

１１０%２９７１２４%３６５１１２%８,０４７ナガセタイランド

１０５%１９５１０４%２２７９２%１４,６１４ナガセシンガポール

１０９%３７８１０７%４５７９７%１４,４５８ナガセ香港海外

４９７%５５３４８%９９９９%６,９４４長瀬カラーケミカル

―４７―９６１０４%６,７９２報映産業

―１９―３７１０２%５,７８１ナガセプラスチックス販売会社

―▲８６１１３%１８８１０８%３，４６３東拓工業

６９%３９９１５８%８４６１０４%１０,６６５ナガセケムテックス製造会社

前年
同期比

中間純利益
前年

同期比
営業利益

前年
同期比

売上高社名

主な連結子会社の業績
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'99/3 '00/3 '01/3 '02/3 '03/3 '04/3 '04/9

百
万
株

金庫株

消却

１４１，７８３ストックオプションに係る株式数

５８１０，９０７平成16年9月末現在所有金庫株

００平成16年度上期自己株式取得実績

金額（億円）株式数（千株）

NAGASE

自己株式取得の状況自己株式取得の状況
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NAGASE

通期の業績見通し通期の業績見通し
20052005年年33月期月期
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１１７％１０２１２０１２０営業利益

７０

１３１

２８

４３２

５３４

５,３３３

2004年3月期
（実績）

１３６％

１０８％

７７％

１１４％

１１４％

１０７％

前年比

（％）

４４９４９１販管費

５６９６１１売上総利益

５,６８０５,６８０売上高

２２２２営業外損益

９５９５当期純利益

１４２１４２経常利益

2005年3月期
（前期末公表値）

2005年3月期
（今中間期予想）

（単位：億円）
（億円未満切捨て表示）

NAGASE

20052005年年33月期業績見通し月期業績見通し
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NAGASE
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（単位：億円）
（億円未満切捨て表示）

セグメント別の当期業績見通しセグメント別の当期業績見通し

合計

ﾍﾙｽｹｧ・他

電子

合成樹脂

化成品

５,６８０

１３０

１,２３０

１,８１０

２,５１０

2005年3月期

（今中間期予想）

５,６８０

１３０

１,３５０

１,７７０

２,４３０

2005年3月期

（前期末公表値）

　　売　　上　　高

５,３３３

１１９

１,１８９

１,７０９

２,３１３

2004年3月期

（実績）

１０７％

１０９％

１０３％

１０６％

１０９％

前年比

（％）



　　ＷＷ -------- WisdomWisdom

　　ＴＴ -------- TechnologyTechnology

　　 ＩＩ -------- IntelligenceIntelligence

中期経営計画「中期経営計画「WIT21WIT21」」
（（20032003年年44月～月～20062006年年33月）月）

折り返し点を迎えて折り返し点を迎えて

NAGASE
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16

NAGASE

既存のビジネスモデルからの脱皮

単純な仲介ビジネスのダウントレンドは
不変

常に新規ビジネスを創造し、それを
育成して新たな収益源としていく

「WIT21」　策定の背景　　～新規事業育成の重要性

16



商社の従来型機能
　・物流
　・ﾘｽｸ負担（与信・ﾌｧｲﾅﾝｽ）
　・ﾊﾞｽｹｯﾄｾｰﾙｽ

「知恵」「知恵」をビジネスにする技術・情報企業をビジネスにする技術・情報企業

NAGASE

「「WIT21WIT21」」　　による事業の創造

17

ナガセ独自の強みナガセ独自の強み
　　・自社ｸﾞﾙｰﾌﾟ商品（製造業）
　・技術力、情報力
　・R&Dｾﾝﾀｰ
　・川上から川下への流れ
　　（ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ）
　・ｱｼﾞｱﾈｯﾄﾜｰｸ

事業の創造

知恵
深化

融合

強化

投資



エレクトロニクス分野における事業創造の実例エレクトロニクス分野における事業創造の実例

NAGASE

半導体・液晶　製造工程用薬液　→　環境問題ｿﾘｭｰｼｮﾝ半導体・液晶　製造工程用薬液　→　環境問題ｿﾘｭｰｼｮﾝ

18

環境問題へのｱﾌﾟﾛｰﾁ

高機能商品ﾅｶﾞｾｹﾑﾃｯｸｽ（株）ﾌｫﾄﾘｿｸﾞﾗﾌｨ用薬品（ﾌｫﾄﾚｼﾞｽﾄ、現像液、剥離剤）

ｹﾐｶﾙ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｼｽﾃﾑ（CMS)事業

①希釈、②再利用

ﾅｶﾞｾCMSﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（薬液供給装置）

ﾅｶﾞｾ ﾌｧｲﾝｹﾑ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

NES-Korea（ﾒﾝﾃ→装置製造）

③再蒸留、再生

ｵﾝﾌｧｲﾝ（株）

E-Cube

韓国展開

大阪ｶﾞｽｹﾐｶﾙ㈱との協業

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ展開
希釈、再利用　装置製造

ESCOﾋﾞｼﾞﾈｽへのﾁｬﾚﾝｼﾞ

再利用から再生へ

知恵

台湾OEM供給拠点

台湾展開

ﾅｶﾞｾCMS　台湾支店

台湾展開



①① 顧客指向の徹底による差別化の推進顧客指向の徹底による差別化の推進

③③ グループ機能と独自性を生かしたビジネスの創造グループ機能と独自性を生かしたビジネスの創造

②② マーケットリーダー事業の育成強化マーケットリーダー事業の育成強化

「知恵」「知恵」をビジネスにする技術・情報企業をビジネスにする技術・情報企業

エレクトロニクス ライフサイエンス 自動車関連

海外事業

NAGASE

「「WIT21WIT21」」　　重点戦略分野

「「WIT21WIT21」」　　基本戦略
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1010年後の姿年後の姿

　　　　　　　　 ・　　連結営業利益　　　　　・　　連結営業利益　　　　　200200億円億円

　　　　　　　　　　 ・　　売上高総利益率　　　　　　・　　売上高総利益率　　　　　　1515％％

　　　　　　　　　　 ・　　資本コストを上回る収益・　　資本コストを上回る収益

中期計画中期計画

20062006年年33月期目標月期目標

　　　　　　　　・　　連結売上高　　・　　連結売上高　　5,5005,500億円億円 ←　（←　（20032003年年33月期月期 5,0365,036億円億円））

　　　　　・　　連結営業利益　　　　　・　　連結営業利益 110110億円　←　（億円　←　（20032003年年33月期月期 8484億円億円））

現在の状況現在の状況

20042004年年99月中間期実績月中間期実績

　　　　　・　　連結売上高　　　　　　　　　　・　　連結売上高　　　　　 2,7982,798億円億円

　　　　　・　　連結営業利益　　　　　・　　連結営業利益 　　 　　 　　　　6464億円億円

20052005年年33月期見通し月期見通し

　　　　　・　　連結売上高　　　　　・　　連結売上高 　　 　　 5,6805,680億円億円

　　　　　・　　連結営業利益　　　　　　　　　　・　　連結営業利益　　　　　 120120億円億円　　

前倒し達成に全力を挙げる

「「WIT21WIT21」」　　の数値目標と現況

NAGASE
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NAGASE
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エレクトロニクス分野エレクトロニクス分野

・「ｹﾐｶﾙを基盤」が起点
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ製造会社群
・「環境関連」への展開
・部材・部品ﾋﾞｼﾞﾈｽ、末端商品への展開
・電子事業のみならず化成品、合成樹脂事業との協業

★当社の基盤・強み

・ﾅｶﾞｾｹﾑﾃｯｸｽ㈱ ：　半導体・液晶／剥離剤・封止材、変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂製造

　　→　ﾅｶﾞｾﾌｧｲﾝｹﾑｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：　薬液製造／ｱｼﾞｱ展開
　　→　長瀬精細化工（無錫）：　変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂製造／中国展開
・ﾅｶﾞｾCMSﾃｸﾉﾛｼﾞｰ：　半導体・液晶製造用／薬液供給装置（薬液ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ）
　　→　ﾅｶﾞｾｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ Korea：　同韓国展開
・ｵﾝﾌｧｲﾝ㈱ ：　大阪ｶﾞｽｹﾐｶﾙ㈱とﾅｶﾞｾｸﾞﾙｰﾌﾟの協業　

・液晶用光学ﾌｨﾙﾑ・ﾓｼﾞｭｰﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
　　→　長瀬国際電子：　中国（華南地区）での部材加工
・液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ用顔料（化成品）、樹脂製部材（合成樹脂）との協業
・ｷﾞｶﾞﾃｯｸ㈱ ：　移動体通信基地局用部品（ﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟ）　ﾌｧﾌﾞﾚｽﾒｰｶｰ

・川下展開　（販売先の製品を、更に販売するﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ）
　　→　DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ、周辺記録用ﾒﾃﾞｨｱの販売

★具体例
写真：ﾅｶﾞｾﾌｧｲﾝｹﾑｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ



NAGASE
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ライフサイエンス分野ライフサイエンス分野

・医薬中間体事業　（商社、 R&D、製造の機能統合）
　→R&D機能（ｷﾗﾙ合成技術、酵素技術、天然物抽出）
　→ｸﾞﾙｰﾌﾟ製造会社群（c-GMPﾌﾟﾗﾝﾄ、酵素ﾌﾟﾗﾝﾄ）
・先端技術への取組
・化粧品・健康食品販売網（販売員4万人、7店舗）

★当社の基盤・強み

・研究開発センター：　基盤技術（ｷﾗﾙ合成技術、酵素技術等）を用いた、医薬品
　原薬・中間体の合成技術確立（日本ﾌﾟﾛｾｽ化学会02年優秀賞受賞他）

・ﾅｶﾞｾｹﾑﾃｯｸｽ㈱ ：　医薬品原薬／医薬中間体／治験薬受託製造
　　→　GMPﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、商業ﾌﾟﾗﾝﾄ等
・ﾅｶﾞｾ医薬品㈱ 、ｸﾞﾚﾗﾝ製薬㈱ ：医薬品製剤製造、販売、注射製剤受託製造
・ ㈱ﾅｶﾞｾﾋﾞｭｰﾃｨｹｧ：化粧品・健康食品販売
　　→　ﾅｶﾞｾ医薬品㈱ 、東洋ﾋﾞｭｰﾃｨｻﾌﾟﾗｲ㈱における、化粧品・健康食品製造
・先端技術への取組：　→　京大、大阪府立大、等との共同研究の推進

　　→　 ㈱ MEDICANET：臨床試験受託機関（CRO）

★具体例

写真：ﾅｶﾞｾｹﾑﾃｯｸｽ（株）

医薬原薬・中間体製造設備



NAGASE
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自動車関連分野自動車関連分野

・合成樹脂事業での海外拠点と取引先群
・金型事業、製品・部品事業での10年以上の実績

・㈱ﾃﾞｻﾞｲﾝ＆ﾀﾞｲ：　設計と金型の融合ﾋﾞｼﾞﾈｽ
・河西工業㈱との提携（資本参加）
・ｳﾚﾀﾝﾋﾞｼﾞﾈｽでの海外合弁2社（ｸﾗﾎﾞｳ、東洋ｸォﾘﾃｨﾜﾝ）

★当社の基盤・強み

　・販売拠点　27（ｸﾞﾚｰﾀｰﾁｬｲﾅ　11、ｱｾｱﾝ　10、北米　３、欧州　３）
　・生産拠点（ｸﾞﾚｰﾀｰﾁｬｲﾅ　2、ｱｾｱﾝ　5、北米　1）　

　　　　　　　　　　（射出成形、ﾌﾞﾛｰ成形、金型製造、ｳﾚﾀﾝ製造）
　・設計拠点（日本　1、ｸﾞﾚｰﾀｰﾁｬｲﾅ　1、北米　1）

　・車載用製品の成形・組立：
　　　　　　　　　（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱで組立　→　ｲｷﾞﾘｽの日系自動車ﾒｰｶｰにｶﾝﾊﾞﾝ納入）
　・日本、北米、欧州での購買代行
　・部品設計、試作、量産用金型の一貫ｻｰﾋﾞｽによる完成車ﾒｰｶｰ直取引（Tier1）

　
　
　・樹脂原料販売、成形設備、製品ﾋﾞｼﾞﾈｽとのｼﾅｼﾞｰ

★具体例
写真：車載用ﾋﾞﾙﾄｲﾝｷｬﾝﾋﾟﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ
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コーポレートガバナンスコーポレートガバナンス
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株主・投資家への情報開示、透明な経営株主・投資家への情報開示、透明な経営

監査役の機能強化、経営へのモニタリング監査役の機能強化、経営へのモニタリング

投資案件に対するリスクマネジメントの徹底投資案件に対するリスクマネジメントの徹底

執行役員制度の定着、社外取締役の招聘執行役員制度の定着、社外取締役の招聘

常に長期的・客観的な視点から経営を考える常に長期的・客観的な視点から経営を考える

25
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長瀬産業株式会社取締役兼常務執行役員

ナガセケムテックス株式会社取締役社長

長瀬　玲二

事業戦略トピックス

製造子会社

ナガセケムテックスの事業戦略

２６



NAGASE

ナガセケムテックス㈱発足の経緯

２７

長瀬チバ

ナガセ電子化学

ナガセ化成工業

ナガセ生化学工業

帝国化学産業

ナガセケムテックス

ナガセ医薬品

チバガイギー社（当時）

株式全額取得

分離

合併

４社統合

変性エポキシ
樹脂

機能性
モノマー

フォトリソグラ
フィ用薬品

酵素

医薬品
キレート剤
機能性ポリマー

１９７０年設立

１９８７年設立

１９７７年設立

１９３８年設立

１９８０年設立

２０００年４月

２０００年４月

２００１年３月

２００１年４月



NAGASE

ＮＣＸの位置付け

顧客

ＮＣＸ（ナガセケムテックス）

顧客ニーズと　市
場動向の把握 生産

協力
会社

Nagase ChemteX ・・・・・　長瀬産業グループにおいて製造機能を担う代表的な子会社。

ナガセグループにあって（N）、ケミカル分野において（C）、テクノロジーオリエンテッドに新しい
価値（X）を創造することでNCX。つまり、長瀬産業の販売力とケミカルで培った経験・ノウハ
ウを使って、「新しい価値」を生み出す。

化成品

ヘルスケァ

長瀬産業

　ナガセ　
　Ｒ＆Ｄ　
センター合成樹脂 電子

グループ外
への販売

新製品の開発、スペックの変更など
ニッチ分野に特化したカスタム対応

生産委託等

技術開発と人材に
おける相互支援

一部は直接外販

２８

グローバル
ソーシング



NAGASE

ナガセにとってのNCXの存在価値

ＮＣＸ製品の製造販売による利益

ＮＣＸ製品販売による他製品・他サービスとの

販売シナジー

技術開発機能・生産機能による他社との差別化

２９
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ＮＣＸの企業規模

３０

売上高売上高

経常利益経常利益

人員数人員数

19,039 19,039 

588588

　　　　533533名　名　

02/302/3実績実績 03/303/3実績実績 05/305/3計画計画

20,07820,078

1,0261,026

　　　　480480名名

21,69021,690

1,1941,194

　　　　450450名名

04/304/3実績実績

20,88520,885

1,2431,243

　　　　461461名名

単位：百万円単位：百万円

資本金：　2,420百万円

総資産：18,746百万円



NAGASE

ＮＣＸの特徴と優位性

川下分野を中心とする多品種少量生産。高付加価値分野へ
の集中。

ナガセが持つ顧客網・販売力を背景に、顧客への迅速かつ
きめ細かい対応（カスタムメイド）が可能。

ナガセが持つグローバルなソーシング機能と有機合成、バイ
オ、エレクトロニクス等の技術・ノウハウを活用し、他社製品
と差別化。

３１

グループ企業との分業により研究開発、生産、技術サービス、
品質管理に専念。
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ＮＣＸの主要製品

変性エポキシ樹脂（電子材料）

変性エポキシ樹脂（構造材料）

フォトリソグラフィ用薬品

エポマー

殺菌剤

酵素

醗酵生産物

医薬中間体、バルク製品

機能性モノマー

（エピクロルヒドリン誘導体等）

キレート剤

機能性ポリマー

ＮＣＸの主力製品は、長瀬産業のセグメントにおいては、エレクトロニクスおよびヘルスケァ

との関係が深い。これは、中期経営計画「ＷＩＴ２１」の中の重点分野とも合致している。

３２
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ＮＣＸの主要製品
酵素

医薬中間体、バルク製品

国内外のＧＭＰに適合する体制で医薬品原薬、治験用
原薬を提供。

３３

酵素は化学物質に変わる触媒として、繊維加工、医薬品、
食品等から廃水処理まで、さまざまな産業分野で利用され
おり、ＮＣＸでは幅広く提供。
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ＮＣＸの主要製品
キレート剤

キレート剤（有機系金属イオン封鎖剤）は、洗浄剤や写真の現像・
漂白、繊維やパルプの製造過程やメッキ工程等に利用。ＮＣＸは国
内トップシェアを確保し、生分解性キレート等にも取り組んでいる。

アクリルの重合技術、ナイロンの変性技術、エポキシの合成技術を
基に、水溶性エポキシ樹脂、ＵＶ・ＥＢ硬化性樹脂等の高機能性ポリ
マーを開発・提供。
代表的な製品は、
・液晶
・「デナコール」（架橋剤）
・アクリル樹脂
・導電性ポリマー
など。

３４

機能性モノマー（エピクロルヒドリン誘導体）　／　機能性ポリマー
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ＮＣＸの主要製品
変性エポキシ樹脂（電子材料・構造材料）

３５

封止剤

●電子材料

・電気用絶縁材料
・半導体封止用材料
・イメージセンサー用封止材料
など。

●構造材料

・自動車業界向けモデル材・試作型作成材
・各種強力接着剤
など。
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ＮＣＸの主要製品

フォトリソグラフィ用薬品

３６

ｶﾞﾗｽ基板

ｶﾞﾗｽ基板

液晶層

導光板

ｶﾞﾗｽ基板

●各種ケミカル

・フォトレジスト
・レジスト剥離剤
・現像液

●平坦化膜
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シンガポール

台湾

無錫

福知山

播磨 伊丹

ＮＣＸの生産拠点

国内（近畿地方）海外（アジア）

主要生産品

・変性エポキシ樹脂

主要生産品

・フォトリソグラフィ用薬品

主要生産品

・フォトリソグラフィ用薬品

主要生産品

・酵素、醗酵生産物

・医薬中間体

・キレート剤

・機能性ポリマー

主要生産品

・医薬中間体

主要生産品

・機能性モノマー

・変性エポキシ樹脂

・フォトリソグラフィ用薬品

・殺菌剤

３７
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今後の方向性

ニッチ分野、多品種少量生産への特化

有機合成、変性、醗酵という基礎技術の深化による
材・製品の開発

海外生産拠点、Local to Local ビジネスの強化

国内生産拠点の集約・再編、物流の効率化

ナガセＲ＆Ｄセンターとのシナジー効果発揮

３８



長瀬産業株式会社

知恵をビジネスにする技術・情報企業

　当プレゼンテーション資料には、2004年11月12日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく
予測が含まれています。世界経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により実際
の業績が記載の予測と異なる可能性があります。

NAGASE


